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一

創
刊
の
辭

當
硏
究
所
は
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
五
月
二
十
四
日
に
創
立
さ
れ
、
今
年
を
も
っ
て
八
年
と
な
る
。

こ
の
間
、
關
係
者
に
よ
っ
て
運
營
に
努
力
し
て
き
た
が
、
な
に
し
ろ
員
數
は
少
數
で
あ
り
、
そ
の
苦
勞
は
大
變
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
當
硏
究
所
名
譽
所
長
で
あ

り
、
こ
の
硏
究
所
の
た
め
に
高
額
の
寄
付
を
さ
れ
た
故
白
川
靜
先
生
の
御
遺
志
に
い
さ
さ
か
お
報
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
こ
で
、
次
の
新
し
い
五
年
間
は
、
白
川
學
の
さ
ら
な
る
展
開
を
い
た
し
た
い
。
そ
の
中
で
も
、

字
學
に
つ
い
て
、
當
硏
究
所
が
日
本
に
お
け
る
硏
究
の
中
核
と
な
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

幸
い
、
木
村
秀
海
・
關
西
學
院
大
學
敎
授
を
中
心
と
す
る
殷
周
史
硏
究
會
が
關
西
で
硏
究
活
動
を
し
て
い
た
の
で
、
木
村
秀
海
・
末
次
信
行
・
大
形
徹
各
氏
と
私
と
の
會

合
の
結
果
、
同
硏
究
會
を
漢
字
學
硏
究
會
と
改
稱
し
、
當
硏
究
所
の
部
會
と
し
、
新
發
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
白
川
先
生
の
大
作
『
金

通
釋
』
七
卷
・『
殷

札
記
』
一
卷
（
平
凡
社
）
の
續
編
と
し
て
新
し
く
單
行
本
『
金

通
解
』
を
、
將
來
、
逐
次
刊
行
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
そ
の
逹
成
の
た
め
に
、
漢
字
學
硏
究
會
は
會
讀
を
行
い
硏
究
を
續
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、本
誌
『
漢
字
學
硏
究
』
を
創
刊
し
、平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
）
四
月
よ
り
の
一
年
間
の
硏
究
成
果
、な
ら
び
に
諸
硏
究
を
併
せ
て
登
載
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
以
後
、
每
年
、
本
誌
を
刊
行
す
る
。
そ
の
刊
行
な
ら
び
に
漢
字
學
硏
究
會
の
硏
究
費
は
、
當
硏
究
所
の
責
任
に
お
い
て
負
擔
す
る
。

廣
く
は
中
國
古
代
の
硏
究
、
限
っ
て
は

字
の
硏
究
は
、
地
道
な
領
域
で
あ
り
、
硏
究
者
も
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
誌
は
同
硏
究
者
た
ち
の
有
力
な
據

點
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

學
問
に
國
境
は
な
い
。
ま
し
て
所
屬
機
關
に
よ
る
分
別
な
ど
學
問
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
。
硏
究
環
境
の
嚴
し
い
今
日
、
當
硏
究
所
は
、
漢
字
學
硏
究
會
を

可
能
な
限
り
充
實
し
、
本
誌
『
漢
字
學
硏
究
』
連
載
稿
に
基
づ
く
『
金

通
解
』
第
一
册
刊
行
の
日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
三
月
十
日
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